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秋
の
味
覚
の

ひ
と
つ
「
秋
刀

魚
」。脂
が
乗
っ

た
秋
刀
魚
を
、

た
っ
ぷ
り
の
大

根
お
ろ
し
で
食

べ
る
旨
さ
は
格

別
だ
。

し
か
し
そ
ん

な
秋
刀
魚
も
、
江
戸
時
代
に

は
下
魚
だ
っ
た
こ
と
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。
当
時
、
魚
は

脂
の
少
な
い
淡
白
な
も
の
が

上
品
と
さ
れ
て
お
り
、
秋
刀

魚
の
よ
う
な
脂
の
多
い
魚
は

下
品
と
さ
れ
て
い
た
。

粋
を
重
ん
じ
る
江
戸
っ
子

た
ち
は
、
そ
ん
な
下
品
な
秋

刀
魚
を
食
べ
る
こ
と
を
良
し

と
し
な
か
っ
た
の
だ
。
秋
刀

魚
は
食
べ
る
た
め
で
な
く
燈

油
の
脂
を
取
る
た
め
に
用
い

ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
記
述

ま
で
あ
る
か
ら
驚
き
だ
。

そ
ん
な
江
戸
っ
子
た
ち

が
、
秋
刀
魚
を
食
べ
る
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
火

事
。「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸

の
華
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

ほ
ど
、
江
戸
時
代
に
は
大
火

が
何
度
も
発
生
し
た
。
頻
発

す
る
火
事
。

江
戸
っ
子
の
暮
ら
し
も
、

食
べ
物
に
つ
い
て
好
き
嫌
い

を
言
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態

で
は
な
い
。
結
果
、
秋
刀
魚

は
庶
民
の
食
べ
物
と
し
て
定

着
し
「
安
く
て
長
き
は
さ
ん

ま
な
り
」
と
持
て
囃
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

時
は
移
ろ
い
、
今
で
は
諸

外
国
に
も
愛
さ
れ
る
秋
刀

魚
。
海
の
恵
み
に
感
謝
し
な

が
ら
、「
安
く
」「
永
き
」
に

わ
た
っ
て
、
そ
の
美
味
し
さ

を
分
か
ち
合
い
た
い
も
の
で

あ
る
。

70名超の仲間で意思統一
中間決起集会

第
２
分
会
・
第
４
分
会
達
成

　  

後
半
戦
へ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

全
分
会
で
目
標
達
成
を

ち
寄
り
成
果
で
大
い
に
弾
み

の
平
柳
組
織
部
長

が
「
地
元
事
業
所
訪

問
を
粘
り
強
く
続
け

た
成
果
が
実
っ
た
。

こ
の
結
果
に
満
足
せ

ず
拡
大
だ
け
で
は
な

く
仲
間
の
つ
な
が
り

を
強
め
る
た
め
に
訪

問
行
動
を
す
す
め
た

い
」と
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
達
成
ま
で
残
り

1
人
だ
っ
た
第
4
分

会
も
目
標
を
達
成

し
、
8
人
の
成
果
持

拡
大
月
間
の
連
日
の
ご
奮

闘
大
変
お
疲
れ
様
で
す
。
秋

の
拡
大
月
間
も
残
り
1
ヶ
月

と
な
っ
た
10
月
1
日
、
秋
の

拡
大
中
間
決
起
交
流
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
各
分
会
の
訪
問

行
動
、
午
後
か
ら
は
支
部
に

72
名
が
集
ま
り
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
上
野
組
織
部
長
に

よ
る
行
動
提
起
の
後
、
各
分

会
か
ら
取
り
組
み
の
報
告
・

拡
大
成
果
の
持
ち
寄
り
が
あ

り
ま
し
た
。
第
1
次
行
動
で

目
標
を
達
成
し
た
第
2
分
会

【
書
記
・
石
島
淳
記
】

安
倍
首
相
は
、
９
月
28

日
開
会
の
臨
時
国
会
の
冒

頭
で
所
信
表
明
演
説
も
行

う
こ
と
な
く
、
国
会
を
解

が
付
き
、
島
崎
書
記
次
長
が

「
支
部
最
高
現
勢
1
9
1
1

人
目
指
し
て
団
結
し
て
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
と
後
半
戦
に
向
け

て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
拡
大
月
間
も
最

終
盤
を
迎
え
ま
す
。
第
7
次

行
動
（
10
月
18
日
、
19
日
）

は
有
力
対
象
者
へ
最
後
の
訴

え
を
行
い
、
第
8
次
行
動

（
10
月
25
日
、
26
日
）
で
は

実
増
、
上
積
み
を
目
標
に
行

動
し
、
支
部
最
高
現
勢
を
展

望
し
ま
し
ょ
う
。

散
し
ま
し
た
。

森
友
・
加
計
学

園
で
の
追
及
を
う

け
て
支
持
率
低
下

を
恐
れ
て
の
、
大

義
の
な
い
解
散
で

す
。
首
相
は
、
19

年
秋
に
実
施
を
狙

う
消
費
税
10
％
へ

の
増
税
を
焦
点
に

持
ち
出
し
、
増
税

分
５
兆
円
を
教
育

費
の
一
部
無
償
化

な
ど
に
向
け
る
こ

と
を
、
公
約
の
目

玉
に
し
て
い
ま
す
。

消
費
税
率
の
拡

大
は
そ
も
そ
も
低

所
得
者
層
に
重

く
、
格
差
と
貧
困

を
広
げ
る
も
の
で

す
。
富
裕
層
や
大

企
業
へ
は
減
税

し
、
内
部
留
保
は

た
ま
る
一
方
で
す
。

今
回
の
選
挙
は

必ず投票に行こう

日
本
と
国
民
生
活
の
将
来

に
極
め
て
重
要
な
影
響
を

も
た
ら
し
ま
す
。
建
設
従

事
者
の
仕
事
と
暮
ら
し
の

大
き
な
転
換
点
と
な
り
ま

す
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま

し
ょ
う
。

東
京
土
建
は
、
今
回
の

総
選
挙
に
以
下
の
要
求
を

か
か
げ
、
実
現
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

①
改
憲
反
対
現
行
憲
法

を
守
れ

②
特
定
機
密
保
護
法
、

安
保
関
連
法
、
共

謀
罪
廃
止

③
社
会
保
障
制
度
の
拡

充
と
消
費
税
増
税

撤
回

④
原
発
再
稼
働
反
対
、

核
兵
器
禁
止
条
約

の
参
加
、
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
反
対

⑤
建
設
国
保
の
育
成
強

化
⑥
労
働
法
制
の
改
悪
反

対
、
長
時
間
労
働

な
く
し
、
労
働
者

の
権
利
を
守
る

⑦
建
設
従
事
者
の
権
利

確
立

⑧
大
幅
賃
上
げ
の
実

現
、
公
契
約
法
、

公
契
約
条
例
の
普

及
促
進

⑨
地
域
建
設
業
者
を
守

り
、
減
災
防
災
の
街

づ
く
り
を
促
進

秋の拡大目標・成果 
＊ 10 月 2 日現在

目 標 成 果

1 分会 6 2

2 分会 4 ☆ 6

3 分会 4 1

4 分会 5 ☆５

5 分会 5 1

6 分会 5 2

7 分会 4 ２

8 分会 6 1

直　属 29 7

合　計 68 27

成果持ち寄りに歓喜（第１）

目標達成目指して仲良くガンバロー！
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ど
ん
な
に
癒
さ
れ
た
事
か

第11回

わ
ん
ニ
ャ
ン

第
5
分
会
　
小
川
　
敦

メ
イ　

♀　

9
才

あ
な
た
が
我
家
に
来
て
9

年
が
経
ち
ま
す
。近
所
の「
里

親
の
会
」
の
方
の
勧
め
で
飼

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
仔
猫
で
し
た

の
で
可
愛
く
て
可
愛
く
て

ず
ー
っ
と
一
緒
に
過
ご
し
て

い
た
の
を
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
私
自
身
も
体
調
を
崩
し

て
い
た
時
期
で
も
あ

り
働
け
な
い
日
が
続

大集合

第
5
回
目
と
な
る

復
興
支
援
住
宅
デ
ー

【
書
記
・
石
島
淳
記
】

西
東
京
支
部
で
は
、
多

摩
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
の
福

島
復
興
支
援
住
宅
デ
ー

に
、
９
月
24
日
か
ら
25
日

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

多
摩
北
ブ
ッ
ロ
ク
か
ら

33
人（
西
東
京
支
部
22
人
）

が
参
加
、
西
都
保
健
生
協

れ
た
復
興
団
地

で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

31
か
所
な
ど
も
手
が

け
ま
し
た
。

ま
た
、
住
宅
デ
ー

終
了
後
に
は
、
復
興

団
地
の
方
と
、
現
在

の
状
況
と
今
後
の
国

や
東
京
電
力
に
対
す

る
要
望
な
ど
の
懇
談

も
行
い
ま
し
た
。
支

部
で
は
、
今
後
も
多

様
な
復
興
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

３
人
、
福
島
建
設
ユ
ニ
オ

ン
、
福
島
民
主
商
工
会
、

福
島
県
労
連
、
福
島
生
協

労
連
な
ど
、
主
催
者
側
は

65
人
の
参
加
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
６

年
半
が
経
過
し
、
未
曾
有

の
被
害
を
う
け
た
福
島
、

宮
城
、
岩
手
の
東
北
３
県

は
、
い
ま
だ
に
多
く
の
被

災
者
が
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
福
島
は
、
地

震
・
津
波
の
被
害
に
加
え
、

原
発
事
故
と
い
う
人
災
被

害
に
あ
い
、
多
く
の
住
民

が
故
郷
に
帰
れ
な
い
生
活

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
強
制
的
な
避

難
指
示
の
解
除
に
よ
り
、

来
年
３
月
で
国
と
東
京
電

力
の
保
障
が
打
ち
切
ら
れ

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
今
回
で
５
回
目
と
な

る
復
興
支
援
住
宅
デ
ー

は
、
昨
年
ま
で
開
催
し
て

い
た
仮
設
住
宅
が
閉
鎖
を

向
か
え
、
新
た
に
建
設
さ

今
回
は
、
従

来
の
浪
江
町
の

被
災
者
の
方
だ

け
で
は
な
く
、

初
め
て
参
加
し

た
方
も
多
く
見

受
け
ら
れ
、
来

場
者
は
大
人
と

子
ど
も
合
わ
せ

て
１
５
０
人
以

上
の
来
場
者
が

あ
り
、
包
丁
と

ぎ
、
ま
な
板
削

り
、
子
ど
も
工

作
教
室
、
模
擬

店
な
ど
に
加

え
、
先
方
の
要

望
に
よ
り
、
車

い
す
用
の
ス

ロ
ー
プ
設
置
２

か
所
、
駐
車
場

用
の
看
板
設
置

としまえんレク大成功！
後継者対策部主催

9
月
10
日
に
と
し
ま
え

ん
で
B
B
Q
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
後
継
者
レ
ク
で
は

最
多
の
84
名
の
参
加
で
大
成

功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
組
合
イ
ベ
ン
ト
に
初

参
加
の
家
族
、
ま
た
、
事
業

所
組
合
員
の
参
加
も
あ
り
、

全
分
会
か
ら
仲
間
が
集
ま
り

ま
し
た
。
拡
大
月
間
で
は
参

加
者
に
写
真
を
配
布
し
「
最

近
で
は
写
真
を
印
刷
す
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

た
の
で
、
と
て
も
嬉
し
い
」

と
好
評
で
し
た
。
今
後
も
継

続
し
て
様
々
な
交
流
会
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

現地の方々とも交流が進んだ復興の進みつつある富岡駅

支
部
で
は
今
年
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
一
新
し
、
毎

月
発
行
さ
れ
る
支
部
・
分

会
機
関
紙
の
掲
載
、
支
部

や
本
部
の
行
事
や
運
動
の

日
程
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。「
あ
れ
？
こ
の
集
会
い

つ
だ
っ
た
っ
け
？
」「
拡
大

行
動
は
何
曜
日
だ
っ
た
っ
け

な
」と
い
う
時
に
便
利
で
す
。

ま
た
毎
日
、
組
合
の
事

や
様
々
な
こ
と
を
「
ツ

イ
ッ
タ
ー
」
に
て
発
信
し

て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

〝
ツ
イ
ッ
タ
ー
〟
始
め
て
ま
す
！

い
て
い
た
時
も
、
そ
の
愛
ら

し
い
瞳
と
、
し
ぐ
さ
、
甘
え
、

抱
っ
こ
抱
っ
こ
。

ど
ん
な
に
癒
さ
れ
た
事

か
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
体
調

も
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

感
謝
感
謝
で
す
。
我
家
に
来

て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が
と

う
。
ま
だ
ま
だ
長
生
き
し
て

一
緒
の
時
間
を
過
ご
せ
た
ら

良
い
ね
。

最後はみんなで「団結ガンバロー」
見
事
一
等
（
D
V
D
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
を

手
に
入
れ
た
第
8
分
会 

毛
利
さ
ん
。

ご
家
族
も
喜
ん
で
く
れ
た
か
な
？

参加方法
① 分会ごとにバスで現地へ
乗車場所・田無郵便局前２台（１,２,３,７分会）・保谷庁舎

２台（４,５,６,８分会）
出発時間・行き8時出発　帰りは現地を15時30分出発
＊行きだけバスの参加も受け付けます。
申込方法・各分会の集約責任者に10月の群会議までにお申し

込みください。
＊分会ごとにバスの定員がありますので、お早目にお申込み

ください。
参加費・入場券（リストバンド）は無料。当日バスで配布し

ます。また、希望する方はワンデーパス（3,000円）、回
数券1,200円分（800円）の購入申込ができます。

＊当日、現地で個別に購入も可能ですが、販売所が混雑する
場合があります。

② 個別に現地の東京土建受付に直接お越しください。 東京
土建の組合員であることをお伝えいただくと、仮入場券が
もらえます。その後、西東京支部ブースにてリストバンド
をお渡しします。


